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Stellariumのサイドパネルに「天文計算ウィンド

ウ」（F10）があり、8 つの異なる計算機能がありま

す。ほとんどの項目で、計算データを csv ファイル

や xlsx（Excel）ファイルへエクスポートしたり、グ

ラフをpngファイルとして保存できます。 

 

１．位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「位置」タブでは、Stellarium で設定した日時で

の、Stellarium が持っている様々なリストの天体

の赤道座標位置や、地平座標位置を表示したり、ま

た主惑星、4 大小惑星、指定の光度より明るく見え

る彗星の、日心黄道座標を計算し、黄道面での位置

を表示します。 

 「名前」「赤経」「正中時刻」などの項目をクリックす

ると、その項目で並べ替えが行われます。 

 また天体の行をマウスでダブルクリックすると、

Stellariumはその天体を画面中心にします。 

2．天体暦 

 「天体暦」では、1つ、または2つ、あるいは全ての

肉眼惑星（水星～土星）の、開始日時から終了日時

までの、指定の計算間隔での位置（赤道座標、また

は地平座標）や離角を計算し、さらに Stellarium

画面に軌跡を色別で表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計算位置を線で結ぶ場合、「等級」の右にあるスパ

ナボタンで「追加オプション」を設定できます。 

 ・ N 回毎にラベルを付ける 

 ・ 日付のフォーマットを変える 

   （年-月-日 と 月/日） 

 ・ 線を結んだときはマーカーを小さくする 

 ・ 線とマークを常に表示する 

 ・ 線の太さ（px） 

 

 

 

Ver. 2023.10 

2018 年の火星のループ（点で表示） 

2018 年の火星のループ（結線、日付付き） 

天体の見かけの赤経/赤緯位置 

太陽系天体の黄道面位置 
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 「計算間隔」をリストの一番下の「任意の計算間隔」

にすると、右隣にある時計ボタンを使って計算間隔

を指定することができます。 

 

 

 

 

 

３．RTS（出時刻、正中時刻、没時刻） 

 

 

 

 

 

 

 

 Stellarium 画面で選択した天体（人工衛星と、

名前の無い恒星は除く）の、指定した期間での「出

時刻（Rise time）」「正中時刻（Transit time）」

「没時刻（Set time）」を計算します。 

 

4．天文現象 

 

 

 

 

 

 

 

 2 つの天体（や天体群）との、「合」「衝」「留」や「掩

蔽」「食」を、また内惑星に対しては太陽からの「最

大離隔」も計算します。 

「近日点と遠日点」をチェックすると、その日時も

計算します。 

また「elongation and quadratures」をチェ

ックすると、「順行（巡行は誤字）」「逆行」も計算しま

す。これらは星占いに必要な要素です。 

 

5．グラフ 

（１）今日の高度 

 Stellarium 画面で選択した天体について、

「clumination（最大高度）（水色）前後 12 時間の

天体の高度（赤）を表示します。Stellarium の現在

位置は黄色です。 

 

 

 

 

 

 

 

 「太陽高度も表示」では、太陽の高度（黄）と、「市

民薄明」「航海薄明」「天文薄明」の時刻を表わす破

線も表示されます。 

 市民薄明：太陽高度が－6°  

航海薄明：太陽高度が－12° 

天文薄明：太陽高度が－18° 

「月の高度も表示」をチェックすると、月の高度

（緑）も表示します。 

 「下限高度」を指定すると、例えば地平線上だけで

の高度を表示することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 グラフ内をマウスでクリックすると、Stellarium

画面がその時刻になります。 

（２）今日の方位角 

Stellarium 画面で選択した天体の方位角の変

化をグラフで表示します。 

 グラフ内をマウスでクリックすると、Stellarium

画面がその時刻になります。（以下、同じ） 
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（３）毎月の高度 

Stellarium 画面で選択した天体の 1 年間の高

度を表示します。「下限高度」を 0° にすると、見え

る範囲での高度を表示できます。 

 高度を表示する時刻は、下のスクロールバーで指

定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）グラフ 

惑星や彗星について 2 つの要素をグラフ表示で

きます。要素には以下のものがあります。 

位相・位相角・日心距離・正中高度 

   等級・視直径・赤経・赤緯・距離・離角 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）月の離角 

ここでは、Stellarium 画面で選択した天体と月

の離隔を、設定した日付から１ヶ月分表示します。日

付は「日.月」で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．今夜の現象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「今夜の現象」では、Stellarium に搭載されてい

る様々なリストの天体の出没時刻や正中時刻など

を計算します。 

 「名前」「正中時刻」などの項目名をクリックすると、

その項目で並べ替えが行われて、観測に便利です。 

 

７．惑星計算 

 

 

 

 

 

 

 

 選択した2つの太陽系天体の、天体間距離（緑）と、

地球からの見かけの角距離。計算期間は 1年半。 

 どのような用途があるかは不明。 

月の 21時の高度の年間変化 

金星の等級と位相の 1年間の変化 

12P/pons-Brooks 彗星の 2024 年の等級と距離 

月と木星の離角 

メシエ天体の正中時刻でのリスト 

木星と土星の、天体間距離と、見かけの角距離 
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８．日食と月食 

 「日食と月食」タブでは、指定した年から、指定し

た年間における次のものを計算します。 

「全ての日食」 

「観測地で見られる日食」 

「月食」 

「水星と金星の太陽面通過」 

 

（１）日食 

 

 

 

 

 

 

 

 指定した期間での日食を計算します。 

 「Export eclipses as …」を押すと、計算した日

食の一覧（ウィンドウの上半分）をｘｌｓｘファイルで出

力します。 

 「Export circumstances as …」を押すと、選

択した日食の食の始まりや終りなど（ウィンドウの

下半分）をｘｌｓｘファイルで出力します。 

 「Export KML as …」を押すと、選択した日食に

ついて、Google map やGoogle Earth 用のＸ

ＭＬファイルを出力します。XML ファイルは計算に

少し時間がかかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）月食 

 

 

 

 

 

 

 

 指定した期間での月食を計算します。 

 「Export eclipses as …」を押すと、計算した日

食の一覧（ウィンドウの上半分）をｘｌｓｘファイルで出

力します。 

 「Export circumstances as …」を押すと、選

択した日食の食の始まりや終りなど（ウィンドウの

下半分）をｘｌｓｘファイルで出力します。 

 

（３）水星と金星の太陽面通過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指定した期間での、水星や金星の太陽面通過を計

算します。 2035 年 9月の皆既日食の食地図 

Google Earth で表示 

2035 年 9月の皆既日食の食地図 

Google Map のマイマップで作成 


